
3 ３１２号　令和４年（２０２２年）１１月１２日発行決算特別委員会

歳入
１４０９億２７５９万４千円

歳出
１３６５億２１３５万１千円

総総
務務 費費

そそ
のの 他他

商商
工工 費費

教教
育育 費費

民民
生生 費費

00112266億億66001188万万88千千円円
　　3377億億66664455万万44千千円円

8877億億77661199万万55千千円円

333388億億11220011万万77千千円円

111199億億88660088万万円円

559933億億55446688万万88千千円円 4433..55％％
市市
　　 税税 ５５２２２２億億９９９９７７１１万万５５千千円円 3377..11％％

国国庫庫支支出出金金 ２２８８４４億億１１００３３１１万万４４千千円円 2200..22％％

都都
支支出出金金 １１２２９９億億９９９９９９８８万万７７千千円円

99..22％％

都都 支支出出金金 ２２００６６億億    ６６００６６万万２２千千円円 1144..66％％

1188..99％％
そそ
のの 他他 ２２６６６６億億１１１１５５１１万万３３千千円円

2244..88％％

88..88％％

66..44％％
44..55％％
22..88％％

99..22％％
6611億億66448822万万66千千円円

衛衛
生生 費費

土土
木木 費費

衛
生 費

そ
の 他

教
育 費

総
務 費

民
生 費

126億6108万8千円
　37億6645万4千円

87億7619万5千円

338億1201万7千円

119億8608万円

593億5468万8千円 43.5％
市
　 税 ５２２億９９７１万５千円 37.1％

国庫支出金 ２８４億１０３１万４千円 20.2％

都
支出金 １２９億９９９８万７千円

9.2％

繰
入 金 ２０６億 ６０６万２千円 14.6％

18.9％
そ
の 他 ２６６億１１５１万３千円

24.8％

8.8％

6.4％
4.5％
2.8％

9.2％
61億6482万6千円

公
債 費

土
木 費

 令和３年度一般会計決算款
かん

（科目）別内訳 令和３年度各会計別歳入歳出決算の状況

※各科目の決算額は、千円未満を切り捨てた額です。※各会計の決算額は、千円未満を切り捨てた額です。

区　分 最終予算額 収入済額 執行率（％） 支出済額 執行率（％）

一 般 会 計 1422億1767万3千円  1409億2759万4千円 99.1 1365億2135万1千円 96.0
特
別
会
計

国民健康保険 238億3861万1千円 237億8032万5千円 99.8 235億9168万4千円 99.0
後期高齢者医療 54億8063万円  　 54億6075万7千円 99.6 54億3831万4千円 99.2
介 護 保 険 199億5382万3千円 196億5240万4千円 98.5 188億1220万6千円 94.3
公 共 用 地 14億3404万7千円  14億3713万4千円 100.2 13億4051万6千円 93.5

公営企業会計
収　　入 支　　出

最終予算額 決算額 執行率
（％） 最終予算額 決算額 執行率

（％）

競 走
事 業

収益的収支 921億 194万4千円 885億 309万1千円 96.1 884億5128万5千円 840億5038万7千円 95.0
資本的収支 4億 354万4千円 3億7777万6千円 93.6 45億7311万3千円 45億4360万9千円 99.4

下水道
事 業

収益的収支 51億4975万6千円 50億7174万4千円 98.5 50億4093万5千円 47億4131万円  　 94.1
資本的収支 8億4954万2千円 8億3767万9千円 98.6 14億7127万1千円 12億9800万3千円 88.2

総　　括
学

校

教

育

施

策

委
員
　
他
市
に
誇
れ
る
教
育
施
策
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

教
育
部
長
　
４
校
に
お
い
て
計
画
的
か

つ
着
実
に
改
築
事
業
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
既
存
の
学
校
の
ト
イ
レ
改
修
等

を
並
行
し
て
行
う
な
ど
、
児
童
・
生
徒

が
安
全
・
安
心
な
学
校
生
活
を
送
れ
る

よ
う
施
設
整
備
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

全
て
の
教
室
へ
の
電
子
黒
板
機
能
付
大

型
提
示
装
置
の
配
備
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

環
境
の
充
実
や
支
援
員
制
度
の
充
実
、

本
市
を
活
動
拠
点
と
す
る
ト
ッ
プ
チ
ー

ム
な
ど
様
々
な
社
会
資
源
と
連
携
し
た

学
習
活
動
等
も
行
っ
た
。

デ

ジ

タ

ル

化

推

進

委
員
　
令
和
３
年
度
に
導
入
さ
れ
た
Ｒ

Ｐ
Ａ
及
び
Ａ
Ｉ
―
Ｏ
Ｃ
Ｒ
に
つ
い
て
、

実
施
状
況
と
成
果
は
。

行
政
改
革
担
当
参
事
　
２
年
度
に
無
償

ラ
イ
セ
ン
ス
を
利
用
し
た
実
証
実
験
を

行
い
、
高
い
導
入
効
果
が
確
認
で
き
た

事
務
を
中
心
に
、
３
年
度
か
ら
10
課
15

業
務
で
活
用
を
始
め
た
。
こ
の
結
果
、

導
入
前
と
比
較
し
て
全
体
で
約
１
５
０

０
時
間
の
業
務
時
間
を
削
減
す
る
効
果

が
あ
っ
た
。
機
械
化
等
に
よ
り
、
人
的

ミ
ス
防
止
も
図
れ
る
た
め
、
利
用
業
務

の
拡
大
に
努
め
る
。

相

談

機

能

の

強

化

委
員
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
一
環
と
し
て
、
不
安
や
困
窮
に

対
す
る
相
談
機
能
が
ど
の
よ
う
に
強
化

さ
れ
た
か
聞
き
た
い
。

福
祉
保
健
部
長
　
令
和
３
年
度
は
、
暮

ら
し
と
し
ご
と
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
お

い
て
、
関
係
課
と
連
携
を
し
な
が
ら
、

複
合
的
な
課
題
を
抱
え
た
個
々
の
相
談

者
の
状
況
に
合
わ
せ
た
、
誰
も
取
り
残

さ
な
い
、
断
ら
な
い
対
応
に
努
め
て
き

た
。
今
後
は
来
所
や
電
話
、
メ
ー
ル
で

の
相
談
に
加
え
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た

相
談
機
能
も
研
究
す
る
な
ど
、
相
談
体

制
の
強
化
に
努
め
て
い
く
。

入
札
制
度
の
見
直
し

委
員
　
入
札
制
度
の
見
直
し
に
対
す
る

評
価
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

総
務
管
理
部
長
　
条
件
付
一
般
競
争
入

札
の
対
象
を
拡
大
し
た
こ
と
に
よ
り
、

広
く
入
札
参
加
者
を
募
り
、
よ
り
公
正

な
競
争
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
と

考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
予
定
価
格
の
事
前
公
表
や
価

格
の
み
で
落
札
者
を
決
定
す
る
方
法
で

は
な
く
、
技
術
力
も
併
せ
て
評
価
す
る

総
合
評
価
方
式
を
実
施
し
た
こ
と
は
、

不
正
な
働
き
か
け
な
ど
の
再
発
を
防
止

す
る
上
で
有
効
な
対
策
に
な
っ
た
も
の

と
評
価
し
て
い
る
。

基

金

残

高

の

増

加

委
員
　
令
和
３
年
度
の
基
金
残
高
の
増

加
に
対
す
る
市
の
認
識
は
。

政
策
経
営
部
長
　
収
益
事
業
収
入
の
増

な
ど
に
よ
り
、
基
金
へ
の
積
立
て
が
で

き
た
も
の
で
あ
る
が
、
社
会
経
済
情
勢

に
左
右
さ
れ
る
収
入
の
た
め
、
可
能
な

時
期
に
で
き
る
限
り
積
立
て
を
継
続
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
３
年
度

末
に
は
学
校
施
設
改
築
基
金
を
創
設
し

た
が
、
施
設
の
老
朽
化
を
は
じ
め
と
し

た
行
政
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
も
、

基
金
へ
の
着
実
な
積
立
て
が
事
業
推
進

の
基
盤
に
な
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
歳
入

委
員
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
伴
う
、
施
設
使
用
料
な
ど
の
減

収
の
具
体
的
な
要
因
は
。

政
策
経
営
部
長
　
公
共
施
設
で
は
休
館

や
人
数
制
限
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
と
な
り
、
施
設
使
用
料
の
減
収
と
い	

っ
た
影
響
が
あ
っ
た
も
の
と
捉
え
て
い

る
。
ま
た
、
保
育
所
等
で
は
感
染
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
、
登
園
を
自
粛
す
る

傾
向
が
強
ま
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

は
、
保
育
料
を
徴
収
し
な
い
対
応
と
し

て
い
た
た
め
、
公
立
・
私
立
の
保
育
料

収
入
な
ど
に
影
響
が
生
じ
て
い
る
も
の

と
捉
え
て
い
る
。

委
員
　
教
育
委
員
会
か
ら
各
学
校

に
対
し
、
不
登
校
児
童
・
生
徒
へ

の
具
体
的
な
対
応
策
を
示
し
て
い

る
と
聞
く
が
、
そ
の
内
容
は
。

統
括
指
導
主
事
　
分
か
り
や
す
い

授
業
づ
く
り
な
ど
、
不
登
校
を
生

ま
な
い
た
め
の
手
だ
て
を
講
じ
る

と
と
も
に
、
欠
席
状
況
に
よ
る
段

階
ご
と
の
具
体
的
な
対
応
を
示
し
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
進
め
る
よ

う
学
校
に
指
示
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
令
和
３
年
４
月
、
児
童

・
生
徒
に
一
人
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
が
配
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

端
末
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
つ
な
が
り
と
し
て
、
定
点
カ
メ

ラ
に
よ
る
授
業
配
信
や
教
員
と
の

面
談
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
も
各
学
校
で
始
め
て
い
る
。

委
員
　
令
和
３
年
度
に
終
了
し
た

第
２
次
府
中
市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
推
進
プ
ラ
ン
の
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
、
保
育
所
や
学
童
ク
ラ

ブ
等
の
施
設
で
包
括
管
理
委
託
業

務
を
試
行
し
た
が
、
そ
の
業
務
内

容
や
導
入
に
よ
る
効
果
は
。

建
築
施
設
課
長
補
佐
　
内
容
と
し

委
員
　
産
後
の
母
親
の
負
担
軽
減

と
育
児
不
安
の
解
消
の
た
め
の
事

業
で
あ
る
、
産
後
ケ
ア
事
業
の
取

組
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

子
ど
も
家
庭
支
援
課
長
補
佐
　
母

子
が
一
緒
に
過
ご
す
、
産
後
ケ
ア

事
業
に
は
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
と

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
２
つ
の
利
用
型

て
は
、
各
施
設
の
劣
化
状
況
調
査

や
法
定
点
検
、
空
調
消
防
設
備
の

定
期
点
検
な
ど
を
実
施
し
、
そ
の

上
で
不
具
合
部
分
の
評
価
や
報
告
、

緊
急
対
応
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

導
入
に
よ
る
効
果
と
し
て
は
、
法

定
点
検
を
含
む
空
調
や
消
防
設
備

な
ど
の
定
期
点
検
を
取
り
ま
と
め

た
こ
と
に
よ
る
事
務
効
率
の
向
上

の
ほ
か
、
緊
急
時
の
各
施
設
へ
の

対
応
な
ど
が
迅
速
か
つ
安
全
に
行

え
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

が
あ
り
、
家
族
の
援
助
が
受
け
ら

れ
な
い
中
で
、
体
調
不
良
や
育
児

不
安
が
あ
る
方
を
対
象
に
、
ケ
ア

や
助
言
、
休
養
を
提
供
し
て
い
る
。

ま
た
、
生
後
４
か
月
未
満
の
子
が

対
象
の
施
設
と
、
１
歳
未
満
の
子

が
対
象
の
施
設
が
あ
り
、
両
サ
ー

ビ
ス
を
合
わ
せ
て
、
年
間
７
日
が

利
用
上
限
と
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
利
用
者
負
担
が
あ
り
、

生
活
保
護
受
給
者
及
び
非
課
税
世

帯
は
免
除
と
し
て
い
る
。

　
な
お
、
３
年
５
月
に
予
定
し
て

い
た
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
２
か
月
延
期
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
３
年
度
末
実
施
予

定
で
あ
っ
た
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
も

４
年
度
に
変
更
し
て
い
る
。

委
員
　
は
つ
ら
つ

高
齢
者
職
場
体
験

事
業
に
つ
い
て
、

職
場
体
験
を
し
た

63
件
の
う
ち
50
人

が
就
職
に
至
っ
た

と
聞
く
が
、
こ
の

事
業
内
容
は
。

産
業
振
興
課
長
　

就
労
意
欲
の
あ
る

65
歳
以
上
の
高
年
齢
者
の
就
労
促

進
を
図
る
た
め
の
事
業
で
あ
り
、

事
業
者
に
は
事
業
所
の
魅
力
を
就

労
希
望
者
に
知
っ
て
も
ら
う
機
会

と
す
る
た
め
に
、
高
年
齢
者
に
は

仕
事
へ
の
不
安
の
解
消
な
ど
の
た

め
に
実
施
し
て
い
る
。
専
門
相
談

員
が
採
用
意
欲
調
査
等
を
行
い
、

受
け
入
れ
先
を
募
り
登
録
す
る
。

体
験
希
望
者
も
登
録
制
と
し
て
お

り
、
原
則
３
か
月
の
登
録
期
間
中

２
回
を
限
度
に
１
事
業
所
当
た
り

３
日
以
内
、
１
日
当
た
り
お
お
む

ね
３
時
間
の
体
験
が
可
能
で
あ
る
。

委
員
　
市
で
は
、

地
域
公
共
交
通
計

画
策
定
に
向
け
検

討
を
進
め
て
い
る

が
、
令
和
３
年
度

の
取
組
状
況
は
。

交
通
企
画

担
当
主
幹

　
２
年
度

に
実
施
し
た
、
日
常
の
外

出
や
公
共
交
通
に
関
す
る

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析

を
行
う
と
と
も
に
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
利
用
実
態

調
査
な
ど
に
よ
り
、
市
民

の
公
共
交
通
利
用
実
態
等

の
把
握
や
、
ち
ゅ
う
バ
ス

事
業
の
評
価
、
検
証
を
行

っ
た
上
で
、
地
域
公
共
交

通
計
画
の
基
本
的
な
方
針

な
ど
、
計
画
の
方
向
性
の

取
り
ま
と
め
を
行
っ
た
。

　▲ちゅうバス（コミュニティバス）

保
育
所
等
で
の
包
括
管
理
業
務
委
託

業

務

内

容

や

導

入

効

果

は

産

後

ケ

ア

事

業

取

組

内

容

は

不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の

具
体
的
な
対
応
策
は

地域 公 共 交 通 計 画

策定に向けた取組状況は

はつらつ高齢者職場体験事業

事 　 業 　 内 　 容 　 は


